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阿武隈国有林地帯における山村経済が実態

少反下 和克

鵡 言

この研究は I？ふ2圭 3月／0日～芯廷にわ たる卸悛ぇ回の視叱誨奎 1てもとづ‘

く。坑 I 回 盟 奎は翠尿いい1関とりわ‘ふび衰 料 の 鬼 狼 1：：哩点をおさ ，第1'X国

は邑 然条件の濶査を 主 と レ て ， 前 回 の 踪函の不哨を禍った。極めて翌以た社

会的 ／径斉的構造を も つ 束 叱 の 山 村 の 中で ，明に穀炭、原木伐旅）造林等の

知プ）を 迫 じ‘て生毛する国恒杭地帯の衰民の勁匂を知 るこ とが 水 涸 奎 の 主 目 的

であ った．せ収故に 本研 究は r購啜遥捏1でおける山村の経済と社会 .J. の岩手

呆の民有林地 帯と対比する ことが出 末る。

本 研 尻にあ 、をつ て珪々叩オ旨葵を いた「るいた浅井衷、郎' I 入江数夫両先生を 1よ

じめ地 学 団 体 可 究差恙兄 ／克地にお いて釦呪力下さ つだ村改場の方々 ，筍路

夫小学段広升利三郎武，雄咀営抹逢貝泡担当区の係員をはし、の村の 扱 数 の 人

達の紅1]厚惹 1-:::あ らため て謝窓を表するし

1， I) 田人村の沿革と東北皐有林地帯の漑 況

r兎地の衷・付」は 9 日本涙素の後進性がかなリな明碓さをもって不さりtて

お// ， 疲衷の窮乏 fいが最も顕箔は形であらわ叩し＼る。半封建的な •生庭関保

の典翌として 葛怨町 1ご兒られる r名手制度」や 山危学校 の児垂が画く作品i:.、

環見の／究、村の嗅怒が映 u出されこいる。 乗丸り汲吋 1こ兇られゐかかる俊追

性は ，程 度 は 異なるが呵武 隈 ピおいても位lクトでなく ・該地痰1-::広く分布する

固祠休の存在と芍び ついて，山村に住む 人還の生活を前 2若 と 夷 った 悉 昧1：：：

おいて 特殊、｛しレている．

す な わら ，兼業 、賃労切の過‘会にミえも甕、まれぬ哀祠林地芍の零細は咲掠

に比べて／ここでは， 固有休 を対森乙する r叛計補允的頃労 4力_j による収入

の 費会が不手I\~ 条件 を伴いつつも一応与えられている。 U かしながら茉比生

自（乍媛とよばれるものの性裕 1よ阿武隈山系の中 1：：：もそのままの姿を拇さ出三

れている。 そ収は山林環野(})圧 削的比卑 ,水田の稀，囚生と 阻 地n優位性 9 延

固として勃かぬ 山林地主 の支玩 ／ぼ作哉営に伴う牛、馬Il、1知呪梵存等 々をせの肯 乗

と して(¥る，

束 北の原村 関発 で先っ、当面する隆畠 1ざ常に固有妹の存在であリ． 「軒下ま

で国桓 地 J‘乙 lIう言葉 は明か にこ訊が栓．が吉となっているこ乙を表している。
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I 9ふ2年康抹祖の

に「国 栢沐 1ご魏展して製炭，

東北 衷察の後也 性 ，停滸 1王乞函主租する 要因である」

0 2 4 6 8 
I I I I I I 

10 K'1 

「浚村埋汲涙料み／尊J

あるいは山林労約 1-:たすミわる人々の主；舌・状慈が

の中にさえ b控 々 の 扱 老 の あ こ

とつ 11加え らャしていふ

胴 査に足をふみ入 II9しる瞼．誌部茎 で耳 にする地元沃の切衷な 委求 laほう大

な国家勾土地所臣に対する合唖的 rJ 暗放で•あ る ・

阿試涙山系 の 脊采 I:'.｛立墨 して雨に 天 城と` の 系凌をひかえ福 巳品の東面縣r'

るところ， 人口ふ 0み8（氾和よ午年戎え在）を哨す

（地形図 ，臼河ト弓「 守羹」 ，仝 7号

rノlヽ/IIJ 参照），

及び 束郭を霞き

てこに面環 I L,t. SJ夕平方米4-.

る大 村 ＠嘔昂呆石吸郡田人月』がある

面 降の束白）川 郡に廃して束 ，•,iしする餃川は本 村に入 っ て北祁

せの支流 ¥1ll時）叶．

流レ恋）／1に合する．

荷路夫）111よ、

これらの均河川の流成以外に殆んど‘平兇を bたぬ該＋也戎

こU'（も西の 山地に発して束
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の性格は ，交透Lの面にも環［れ，村内祖五わ‘よびた「外乙の運袷 1つは、項し圧0臣一

の幹線遮路として東部の遡本町と団の白河町を祐，ド卸斉所街遥があ り、 また

唖前洪術遮と陀珂術造を東面 1：：括ぷ歴史的に古い山間の道路がこれも阿武‘隈

ビ棋斬しているか｀，他 1--::Iよ殆んど兒るぺさ＇ ものはな い 、したがつて本村にお

いても北部'in諸郎悉は前角を ，雨祁 の 諾 部 危1よ唆名をそ れぞれ 村夕いど の哩絡

に利用し又•いる。炭鉱を有する衆邦の低・迎硝は，又村役湯を la:, じめ 多くの吝

々ぷ軒並を連ね て本村の核心 部を形 づ くつているが西の山問都では閲発が逗

；ヽいまず、か；つて 山口弥ー郡 氏 が 地 洋 祗 誌 に 双 葉耶川内村の経済地理を論しーられ

｀た際 F恙原面の窄い谷 1ご入随名が ／→2戸づっ 問翌定但するのは阿虹の石成那

＼・- 田人・村 、9!＿荷路夫村等にも逍耳行 われている _J''l.臨れ られ て以末，完 二次大戦

後もなお入棺をめぐ る 諾 問 翠1ま竣地成の森痘の一つ℃なって い る．か くこ田

心 か の各地で当 面するこれ らの 課 理 はス東 北衷打への課還として衷くの教訓

と弘逗の前に提末する．
; • 

（む日人杖の自怨條ヰ

I、、地 形 ， 該地坂は三株山（紗み米 ）を最 高 堪 'C..する 7O。米前仮の山々

に北及び西部を際られる ．ス中央部におい とも明秤山（？ふぇ米）をはじめllヽ

規 模な団地が点在 レてかはりな記伏が兒られるが ，東部＼ては徳尿博士の いわ

内る鮫）11比流派造線地帯が南知：：逗 I) I これらの地・形的影饗1本他地威との交

流と求お，：，佑らしめてし・ヽ る。比較的広い 谷 忌平呼を項する策部には面の山悶

郡に 欧在する数條の谷と共に水田ならびに畑地が発翌してお 1/，又東部に分

行す る河弄改生の 面ぱ ，畑地としてよく tll屯さ訊ている．阿武‘隈山 系 lて存在

す る 平平戻遺物は ，せの北に位直する北 J::山脈と共 に古 禾多く の 人 々に よっ

・て研況 ＇されこ末 たが 殊 に 該 地 成 附 近．ではビの索面 が控め てよく保存されてい

る ・三野与吉改がせの詞代 ；決定に河婢投立を足が か 1｝と し〔対比され，受に

豆ょ l)数回の出 起を拒禍これたの はか なり 前の ことで ある・白珂町の束．

阿衣 衷川 ’のほどI)から乗を望んで ，平坦はる 山頃が見手に南北 IZ連つている。

2、比唄， （該地 域 の 地 賓 国 国：は 弄 い にも牛来正天氏を 1よじめ地学団体

研 ＇兒会の箔兄い行い共にする：‘乙が出茉r-::.次 lこ速へ＾る地知の慨飴 1よ祐んど‘

これら諸先 輩の御指遅1：：よ ？厄 ものであ令） 該地或は主としこ汀賃片麻岩 ，

仰斉所怨色片岩等の変成岩袈及び柁尚起，閃除岩等の深成后より摺威ミれて

いる．• 特に前活の笈戒度が東よ l) 面 l：：：忌くなって行く遜程は岩石はら 61：：舎

有鉱物の夜化によつても うかが いiuるこどが出系る＂これらの交淑岩類は殆

んど全村（特に北万至面郎） にわたって 尾出して いる．本月 中央郡より南 1-:.
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かけてほ淀商岩天統のものが多く，穿 三紀 麿 la:領］斉所緑、色片岩の 上に 3 ~ダ

頚 の 田庶を合ん でのつ C居り乗部 1：：荀地的 1：：分布しこいる．

3 , 気 釈 r乗北の気象 _¥ 'Lいう 言 葉 1ま，私逢の頭の中でしばし 1ぶ冷茜

を結びつ けて考えられ る u だが ， 回し•‘ 束北の中でも更に細か く児れば地疫的

にか は り の 注 嗅 ぷ稗在することは ，fef.'11,t__let'乎率反 ＇収の ’}い町村ど ；令 菩辛の恙

い町村と が 一致している‘乙いう ような ことがらから もうかがうことが出系る＂

旭田 ，勿来等の海岸比帯に対する同武隈忠 原のあ足、ーは 自 悠 条 件Id:圭乙して眠

温を達し＾ て衷れる 。痕 1こ忘＜ i£fiI：： 忌いとい う傾向 1よ．同一村肉l：：お い こも示

され，乗部唸地南 1ご衆も恙く，面の山閤部に殺る 1こしたがって新次その差呉

心め て行く. (因 I~乗釦い地m の 中心兜平石 Iむ淫捉/7 O ポ，西祁の升出は

砂 0ポである） 降 水 墜は海痒地方に比してむしろ大こな I)，既して冬iよ吃

森し， 、夏 1こ函壷が条い。なお気温と農衆 と の関係については俊の累荼忌歴紐

営の 項にゆ ず ることとするが凶作をもた ウす諸条件の一契撲として志友地咲

の固 モ閉の 1印逓白更 1ご考恵を要する問翠ど思われる・

(3) 田人村企済の荼硬今析

I、土地概況， 本，目 の 点 冷 的 諾 問 迫 を鈴ず るl：：光江ってまず土地 既 況 を

雌単に述べてみ よ う．こ U,Lを地目 別に兒れば別表の 如く である。 山林庶序

地目別面積~ （田人村） d）侵位性 1よ，この表を一 哭 レて

/ 9'タク耳叱在
宣も に 毎 の つ く と ころである ・

全村をおおう山林、 ，広大な原奸

の存在は該地域の山吋的・性格を

眼か 1：：示して（＼るの 1：：：吋し ，耕

地および宅地は殆 I-.,'Cい う 1ご足

1) ない叫しかしながら同一甘門

に径ても用地は不均等と分布オ犬

怨を示し ．般材工J易のモーダー

が 馨さ ，定餌バスが 往釆レ ，中

ll汲絃 い存在す る釆 部のほ氾帯

では，煙草，箆呑埒の娯金乍物

がかなリの程度昔及レ ，粒めて

粗放的な紅営を lIとな む 面 の 山

問郭 と君し い対象 を示 している．

盛 兎でさえも舜ん ど‘たえ進い鬼三と いうも の を 威 ず る こ乙のな い冷涼な曲祁
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で1よ ．地形 的 1：： み て秤 作可 託な 土地 がかなリ残‘荏レ てお り，飯米邑姶咲象は

数え る程度である 。水 田 は 、的記の 、緑 川 簗谷帝の他に 1ょ炉枝武 1このびる迄河

川の支涜活 い 1て発達レ ，それ 1ご附陪する 投 立南 1ま畑地として手11用さ れ， 又山

・地 寄 リの 1)＼扇状史及び港筵は桑畑ある い は筈通姐 乙なっ て い て同地に乏 しい

該地 亥にうるおいを与えている ．山 眼の 斜面 lょ枚採跡地を除いては闊葉樹を

主 と する森林におおわれ~ ， 採疸地 IJ'.~ の問 1こ点、 在 し 主 乙レて中腹以下の 祖史

に捻するあ た 1)に位置して いる ，｝丈..t.簡 単に .:t池概況 1：： ついて 落記 したが ，

特に山頃に追い 広い谷の緩斜面に畑地の分布する i丈怨 1ま北.t..1'2ぢいても見ら

れ る ことを田辺 咽ー 氏も戟し:-c.恩られ，こ れは乗北史山地衰業を特徴っ'‘'rる

土 兇 利 用よ の将例であろうっ

え、土迎所有形悲及び農哀階級描成， 「軒 下 まで固有地」 と 云 ぅ含葉に不

ミれる itJく，祠試＇隈 忌涼のかなりの郎令は該地域‘を 1よじめとして圧伶I的に 国

百地の占めると ころ となっ ている，すなわら村戻の生活を規走し ，こ収ど 不

司分 の関係を結ぷ 固有地は本村 で• 77 え余 1 ) に 運 V てい ろ ．その分布状廷、を

細かく兒サしば西 1-Z.蓄く束 1こ唸い 該地成の 地 形ヱ同一の領向 を才、し て面 に広く，

栗に は戻苗史が各くなっ こいる．なお面部 ）こも 部分的にか な 1) よとまっ厄 戻

菊地の分行が兒 ら此 ?;I.6)・！よ後に辟直する政後の 入槌 の た め の 国 旬 地 の 辟 放 に

よるむの で あ り ，この頌白は源r次唱大 しつ> あるもの の如くである』

かかる特性 1よ岩手果怒を町の殺老君が 特に強回せられている如さ寄生地主

的土地所筒 、あるい 1よ戦冴友＼：：お 1する山杯廃野を通し-ての農民からの収奪等の

封建 的 生産関係 を柱めて稀翠はも のたら レめているが， 一方 村衷 の主店はか

か る 同森的大土地所恒 1二よつて大芝＜祁1的を うけてい る ．莉 ・地の所有形怨 Iご

兒 られる特色は小｛和也に村する・自作地の比年の 大なる点であろ．すなわら

2 ざ吋クa という 1直は こいを全国平均 タ`ダ 封 Sらと比較する吋季しい差累かず

悶め られる ．又 こ の う ち オ 国 の 占 め る 割 合が全国平考では白 、Ilヽ作地ほとん

ど同年で ある の 1ご，ここで（よ夕み 珂 ／8 ど 径沸 l：： 国 i乍咆の比率 を忘め，米、1）9

南呂として他の櫻4乍物に比して 高 い価俎を 角 し て い る 涙 北 型 痕 業 緑 営 の 性 格

を示 uz:.いる．

自作地の比率の高い ＝ 't:..IJ痕荻疱魯 1：：：おい て国｛乍衷 の 比 率 の 高 い こ と を 友

映し てい °,G . そし こ このこ 、乙，J.同呵 l：：邑 i'f-筏が禾 ．r：： 支度的 1J形で残存しうる

社会的店話条件 を示レ ．衷民麿の分紹をお しすす める 要因 1：：欠 Irているこ'(

を表 V ているピ 考えられ る ．かかる自乍衰は畑作経営を主邸とレ／その生活

に！必要ほ折炭 採草を国行 1也，ご，又邦分 figには山林地 主にあおい c・ いる町に

震そ ある.彼らば又固肯杯労佑によ っ て貨金 を復 得 す る ．倦い生径力の地帝
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ヽ

こ虎涜は朋地をもにぬ村々 1 ：： ，•よ余業収入を不可欠とサる涙荻が敬多く存在レ

't Ir(以叉林業の惧IIからいえば1窓賃金の玲深たる役割を栗レている；奴ら 1よ又

後に述べる m＜午•島小作によって家計を 栢禿する自作蔑 c• ある・ ／ 

該地塚に高い 比年を示す国ィ＇巨痕とは開乗南部ぐ閑面 1こ兒られるてれ~ l.t範

岨を冥にしたい わゆる乗北型。う名 C よばれる自 （乍菜である．紺i也の面にお It

るかかる土地所有の形態は戦後急汲 lこ笈化し た。邑 Il ヽ 1乍唇への分峙ほ、匂 I~ 遂

に 自作罹への増大に蹂化 u，一方地主層 の 変化．貸付茫 の取 Iトもそれに伴つ

てい~. -1:..レて該地咸におげる自 1乍深の 落加を更に促進せるも の l.i圏有地の

御放である。 （ これば後の室 1ご群速．す~)

次 1こ経営廃模の茨化を 19夕7 年と／砂9年の資料との比較 lごわいそ晃てみ

ると、前名におつて 1ょ 5反から／町 5反よでの麿か＇ ムダ 応 を し め て 中 核 を な

レ、これ を全回平均 夕ざ％ ，東栄 30 % I乙くらべる乙かな 1)の高羊となつて

（＼るが，二 れはすで｛：：出べた餅地の祖1合｝ておいて組がる S％を占めている挙

実こ対応するものである．痕地玖革をへた今 日，かえつ Z I町 から ／印 5反

の痔急に嵌少、か` 兒られ 、 三反末志 の 庖が開加しているピいう結環 l~,lfi'たな問

題を私逗の前にオ足示する．そして 山村衷戻 の国恒地間放のう ったヽ lよ ，ま ミ

にかかる 李t目を反映してし＼る ． ・

3. 衰菜畜産経営 ． （水田）姐作経営 と差、幹こする該地坂｀は水田が梃め

てI少く ，その妖 1)1'-は水田は又自作地と結びついていること は前節 1ご椙檎せる

加<.でぁるがそれにヵuぇて寒‘なな気琺ぱし 1ょしぱ水hi(j)主含を 阻苔する 0 平

年にお l)てごえ 同一村内の乗部低地帯と而部忘療地帯 と で14牧復 1：：蕊しい豆

呉を示し ，出唸、のはるか lご運い後名 1よ反 ．J又におい t.3言1＼程度 I[)/~下をまぬか

れは い。そして咤1：：は冷宮・か 訪れる．昭和九＇王の凶作につ いて古克 iよ今も当

明 の有様を思い 起レ，まざよざとよみがえ る茜い造憶を払 l：：うっ r2入る・

（佃地）西郎の山閤迎痰への入憶1：：伴 っ て，畑地は近年かは 1)な哨加と示

している． しか・しながらどの経営はかな 1)涅放的であリ ！粟 ／大豆，小友）

せIぶ与の療吃自給作物が衷＜ ，山村経済の面彩を差 ＜止めている。かか る 邑

給的燈穀の改培は杯度生歴 1ゴ足手する労イカカの再主歴を 安 価 な ウ レ め る 乙 い

う役言Ilを担っているひに見える．（広止産力の高‘も地で栖のて 不利な築条 件の

中 1て只莱生産が抱埒これるの Iょ ・また不丙11な雷1j柴で Iょぁつか？丈炭業や ，ある

いけ固祠杯）私悟杯を迫 し^ ての労約の唆会 がわるか⇒をある．

（採草ならびに 放牧地／茎産状記）高 冷地において袈衆、生庖力を蛭将する

たのには 肥料(/) •投入 IJ 辻‘‘ひとも 1込裏とされる．

す` なわち多登の堆厩肥を梱捻して 刹混を保 つ こと 1よ不可穴 の条 件で 、ある。か

くして司有t也の一祁 let用町村に吋し株草．地として併付 ゥれ，企肥隣入のため
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の資金1こ乏しい疫氏を草肥式表兼の殴陪 I-:.止め否。大、字西に設けられて いる

放牧地の存在乙共に杯野に依存する芸地域の性格の一眺 1よここにも児ること

が出未るのを ;v;~. 

山林と失I：：広大ほ面積を占めも凍野の荏在は畜産経営の筈及区助長す~,

現在その主体をはすも (l)Iよ該地亥にあつては馬及び緬羊の箔奇である．こく

に馬の筑奇は早くから行われ，本村面北塙の三称山には広大な放改地がある．

島の緑合は殆んビ 、餅作への使用を目的 Y と が 仔、馬の主座及び唆梁姓営ど名荏

なつながりをもっ成咤の採取にあ ::a. /;J..お これが怨営視棋の大なる環棠、＼こそ

の比年を老めこいることをあわ生角える時、苗産紐営の信位性は想喝されう

る．馬 IJ¥{~の砂態 J：：っし 1 こは芯巻町の捩老に見られる滉合と完んど、 国一ゆえ

ここには為路 す ?,). 緬羊 の 飼 育 は 本 村 のみならず近／手阿炭隈全亥lこ苔及 し

ている＂現在祖角衷象は全蓑家数の 2 つl にすざないが ， これ 1よ痢噌の｛湧 ~ I~

ある。 乳キの忽合 も 貶 近 lて豆つて瑳国ミれて京厄がまだ死んどいう に足リ

なり。 「阿武隈 U.I禾 Iて乳牛を ...Ir役炭よ 1)路痕へ ..l これは関粍途上にあ

る高廃屯営の村氏の要差(/) —つ乙 rよっているな冗司象的土地所有 ． 黄本、 、交連

その他の面で多くの陥路 1:当面している。

~.林煮 阿試環山系の村々には芭怠猥素を営みづゞ山詠を逗じこの坦

作業 1て賃労イカの域会を求めている度羨が敷条く存在する．将ピ国有芥とのつ

は ぷりは忠棧であリ ，衷衷の生活 lよ山杯を通じて営まれ， これによつて規定

これてい9 る といつ ても決して逗言でなな く 、 その惹羨は、 ~/圭 l ：：仮視した函

1)．であ る． 該地威に分布する固哨芥 ．公柄杯／私有杯のひろがりについて

は土地既況 f!)こ二ろを記致しこおいた． 又採圭地 1放牧地をも合めこの固

哨地の今而状態 lょ．肘図 l：：示す如くである。咳池或(/)固呵杯を経営電理する

営杯逗は＇常楚緑芯媒の雄田町にあり前厖営沐局 1之盛している＂その業朽茫固

は常鳴人天€用いての造材ミ 1 数炭，用れの代採はらびにピれに｛半う林阻執避

の設寝，立木の公売 ；特売による払下 1f‘ をはし→め戻有杯の描募盗営にまで及

んでいろ•そ しここれらのいっ’れもが村戻の生活と不可分に結びついている．

逗拷的には造沐夫（常憔ある（国咄玲廂）こして結なつき ．問持的には紫為

に払下げられた立木の杖株及び毀炭という『クをとる 0 回芍林の払下 lヤーに！よ公

売四将売ぃの二裡類があリ，間老は殺曲 ．ハ°1レフ0::r:.甥各1こ，俊名は拉めて安

ぃ違段で簑民の加入している木庚組合 1：：払下げられっか~ I祠売の数塁 1士極め

て僅,p,_である。

民荷杯は比較的臣複に雹み ，殊 1て用ば杯1.1哩かで兒年は杉の林、を各地に見

ることが出夭る．民有杯、の広く分布する荷路夫附近ではみ 0 ll!r歩の保有ゑを

-18-



固有地今布図 （田人村）

＇ 

¥
1
 

巳固栢地

亡二民有地

維尺;;..0万分の I

＠
 

も 舎 め て 全 凛 衣 数の30

％が山林を椅つてし ・＼る

がその大菰分 1よ五友研

後にすざない．これら

の困材 杯は主として立

木のまま村内の木材南

あ る いは逗く小も次．

坦田の柴~I ：：壌， 1 凌さ

れ ，怒葉柑は自荻労灼

及び焼手の危 (iiI：：：ょっ

こ殺茨ミれ ．．甘内ある

いは乗京の衆 I：：売浪

ミれる。

敷炭 J 骰炭は山 1：：

住む人違 1こ‘乙 つ＇て棗も

蛋 妥 ほ 現 全 奴 入の遥で

ある。 特に冬は山杯、I:.

依存する度合が強く｝

全村民が投炊 1こ淀辛す

る ．木炭生産の形悠に はいろいろあるが次の四つが支配的である 、

I, 国梢林の江木を営林思が宮行（常頌 ） をもちい．て規＜ 喝合 ：

み， 公売 1つより払下げられだ固匂杯を案届か‘村戻の労 イカカを初らい，て位＜

場合＂

3、特死 に よ l}木炊組合に払下 1r^ら れた 目智林を更に祖合反が分割し ，入

札 1-::ふつて手に入れ芭シ虎く混合．

・.ダ， 民恒林の所角君が烈戌．夫をやとい、 あ っぃば回らこれと焼く場合．

これらのうらを数も一眼的は『ク懸 lよ涜二の喝合で貨金 1さー依いくらの津価

計導で支払われる ． （西みに該党威此終で大現i衷は緩営をぃ乙ほむ N林業 k

Kの運営 資金 1よ一千万円といわれし 社投ぱ 甘会削姦氏をつとめ ，比 郎工部返

の3割近くの山を岳包一手 l：： 茸径し"[_'耳問生程は木炭 7万像，薪／ 0万求，

太材;)_S'D 0石 ，雇呉 1'0毛の 他に烈炭天／ 5名 ，設僑こ レて ト ラ ッワ 3台I

移即 釦 心‘え名を Pn哨している．） 、般 炭天の労佑は立ホの戌採から俵 の運

屯し l：：毛るまで どれ一つをとつて冤ても苔、易なものはほ< ,• 特に屈析汝い山

遁を牛馬の如く炭 俣区引いこ下る ／ヽ1)引きの姿は今も 私の記遺、lこ鋲しい．

-19-・ 

I、



（4) 未墾地入雄と固有地瞬放問痘

既に十数年的 ，山口 祢 一郎氏が地学碇認 lて阿武隈山系への入祖 l：：ついて 扱

告されていることは先に進べ｀た如くであるが，この問想は戦咤中より訊唆 l：：

かげて更に大さく t:'..I)あげられてい る．こ れは国有林紐営 1：：：とつて不／込要 な

山の う ら開拓逗地を送び 、全国かシ希垂垣 を落つて入雄ミせるの Cある贔し

か レ 開拓の条件は各滉なものではなく．，志ヰば 1-:して再び山を下 1)てしよっ

た刺も灸 数あっ r：： 様である． なお 愛も条くの入旭~を兒た吋期は怨政の耳か ら

翌／クタ 6年 1-:か けてである。村内あるい 1よ財虹の村にすむ人逗の 、衷 業 へ の 眩

祠 ，敦灼 中 の疎 開店の定住化当の例もあ I) I 束荒郡の袷旋による ものはこの

うち J.メ戸て-あ -'Q. 現在をの麿咽とは矢わ l1...て しよったが問拓京栄 協固組合ぷ入

植老のための忠生 ， 為祉に表淑して末 rご~又／ 9 SI年より／ 9S3耳に全る明

問に は国 哨林 野翌嘩咄賭措置法によって更 1：：入随の様会を与えるここを公忠

した．

入 植の許可は必ずしも国有地の諧放を惹 味しない．昔達の場合これは営林

冤ふ l) 陪曳けるという形区とる•そしてこの恒地が昭放ミれるにば瑕衣がま

とま って一・麦の 地戒を閲埜しうる こと 等の穂．々 の条代が前提1'.:・はつ こ いる ．

更に ／町彩、57囚で入手 しr'!.辟 放 地エをのエ地利用 I之は副約があ I)．槌林す

ゐこと は出 釆 ず1必ず耕也としなければな ら はいのである。同 じ入桓笈虹り中 9：：

臼 年放された土 地をもっ名 'l'.'.:. lgらの土地をも たぬ名の 別があリ ，芍 I.：：的李． 
は在来の疑戻の奈堅のまととはつて回有迎．の昭放へ の意 恋をわ さたたせる 、

固荻的—土地所恒の逐昧．を 吸ウは入植悶懸芝遁じこ学ひ~ r -'e::の桂地を一壱男

に感じ 始` めた o {l9' S.J.J. , ら 、 ~ 0) 
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